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芳芳芳芳芳芳芳芳芳芳賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀町町町町町町町町町町議議議議議議議議議議芳賀町議会会会会会会会会会会会

定定定定定定定定定定 例例例例例例例例例例定 例 会会会会会会会会会会会特別会計43億3,560万円

年度予算を 可を 可決決

　

平
成　

年
第
1
回
芳
賀
町
議
会
定
例
会
が
3
月
1
日
か
ら　

日
ま
で
の　

日
間
の
会
期
で
開

30

15

15

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
日
目
は
全
議
案
を
上
程
し
、
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
受
け
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う

条
例
改
正
と
補
正
予
算
、
議
員
提
出
議
案
の
質
疑
・
討
論
・
採
決
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般

質
問
は
、
第
1
日
目
と
第
5
日
目
に
行
わ
れ
、
5
人
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

第
6
日
目
に
、
平
成　

年
度
予
算
を
除
く
議
案
の
質
疑
・
討
論
・
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

30

　

第
7
日
目
に
、
平
成　

年
度
予
算
の
質
疑
を
行
っ
た
後
、
予
算
の
審
査
を
常
任
委
員
会
に
付
託

30

し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
平
成　

年
度
予
算
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

30

　

平
成　

年
度
の
予
算
総
額

30

は
1
1
7
億
8
5
6
0
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
3
億
5

5
1
0
万
円
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

　

一
般
会
計
歳
入
歳
出
の
総

額
は　

億
5
千
万
円
で
、
前

74

年
度
に
比
べ
1
億
5
千
万
円

の
増
、
特
定
の
事
業
を
行
う

た
め
に
一
般
会
計
と
区
別
し

て
経
理
さ
れ
る
特
別
会
計
歳

入
歳
出
の
予
算
総
額
は
、　

43

億
3
5
6
0
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
5
億
5
1
0
万
円

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
根
幹
を
な
す
町
税

は
、
企
業
の
業
績
な
ど
に
よ

り
法
人
町
民
税
の
増
収
を
見

込
ん
で
い
ま
す
が
、
個
人
町

民
税
や
固
定
資
産
税
に
お
い

て
は
、
伸
び
が
見
込
め
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
は
、
L
R
T
整
備
事

業
や
祖
陽
が
丘
の
宅
地
造
成

事
業
、
祖
母
井
市
街
地
整
備

事
業
、
産
業
団
地
整
備
事
業

な
ど
の
大
型
事
業
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
多
額
の
支

出
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
な
ど
の
社

会
保
障
関
係
費
や
町
有
施
設

の
経
年
劣
化
に
よ
る
修
繕
が

増
加
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
と

見
込
ま
れ
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
「
躍
動
す
る

芳
賀
の
町　

未
来
に
つ
な
げ

よ
う
」
を
将
来
像
と
す
る
第

6
次
芳
賀
町
振
興
計
画
及
び

芳
賀
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
の
3
年
目

と
な
り
、
将
来
像
実
現
の
た

め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

将
来
像
実
現
の
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
加
速

予　算　額会　計　名

74億5,000万円一般会計

18億7,800万円国民健康保険

特　

別　

会　

計

1億6,100万円後期高齢者医療

14億7,670万円介護保険（保険事業勘定）

400万円介護保険（サービス事業勘定）

6,000万円芳賀工業団地排水処理センター

3億100万円公共下水道事業

1億7,900万円農業集落排水事業

1,090万円祖母井南部土地区画整理事業

2億6,500万円宅地造成事業

117億8,560万円合　　　計

■平成30年度各会計予算

定 例 会 の

概 要
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平成30年度予算を可平成30年度予算を 可

・LRT整備費 5億2,879万円

・祖陽が丘宅地造成事業 2億6,500万円

・祖母井中央地区整備費 3,394万円

・産業団地拡張業務（自然環境、地下水調査） 1,599万円

ＬＲＴ整備イメージＬＲＴ整備イメージ

昨年のイングリッシュキャンプの様子昨年のイングリッシュキャンプの様子

芳賀赤十字病院完成イメージ芳賀赤十字病院完成イメージ

改修予定の道の駅はが東棟改修予定の道の駅はが東棟

・道の駅はがの施設改修工事 4,242万円

・北部第2地区ほ場整備事業費 1,990万円

・稲毛田地区ほ場整備事業費 824万円

・農産物直売所を核とした小さな拠点整備事業 379万円

・芳賀赤十字病院建設費補助 3,641万円

・生活習慣病検診費 4,618万円

・妊娠出産支援費 2,335万円

・子どもの健康づくり支援費 1,293万円

・英語力向上推進費 2,181万円

・放課後子供健全育成費 4,241万円

・教育相談費 533万円

・総合情報館図書館運営費 3,507万円

平成30年度の主な事業内容

話 題 をつなげる話 題 をつなげる

笑 顔 をつなげる笑 顔 をつなげる

・自治振興費 1,761万円

・光の道ネットワーク管理運営費 4,253万円

・交通安全対策費 829万円

・ひばりタクシー回数券交付

　（運転免許自主返納支援） 30万円

地 域 をつなげる地 域 をつなげる

便 

利 

を
つ
な
げ
る

便 

利 

を
つ
な
げ
る

教 

育 

を
つ
な
げ
る

教 

育 

を
つ
な
げ
る

5つの「つなげる」事業

祖母井自治会活動の様子祖母井自治会活動の様子

一般会計74億5,000万円
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報報　
　

告告

改
正
に
伴
い
、
非
常
勤
職
員
が
、

育
児
休
業
に
係
る
子
が
2
歳
に

達
す
る
日
ま
で
育
児
休
業
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
「
特
に
必
要

と
認
め
ら
れ
る
場
合
」
を
定
め

る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
国
民
健
康
保
険
財
政

調
整
基
金
の
設
置
、
管
理
及

び
処
分
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

内
容　

国
民
健
康
保
険
制
度
の

改
正
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険

の
財
政
運
営
責
任
が
県
主
体
と

な
る
こ
と
に
伴
い
、
財
政
調
整

基
金
の
処
分
に
つ
い
て
、
用
途

を
保
険
給
付
等
か
ら
国
民
健
康

保
険
事
業
費
納
付
金
等
に
す
る

も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容　

国
民
健
康
保
険
制
度
改

革
に
よ
り
、
県
が
市
町
村
と
共

に
保
険
者
と
な
る
こ
と
に
伴
う

も
の
。
県
に
設
置
さ
れ
る
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
と
町
の

運
営
協
議
会
を
区
別
す
る
等
の

改
正
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年
第第第第第第第第第第
1111111111
回回回回回回回回回回
芳芳芳芳芳芳芳芳芳芳
賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀
町町町町町町町町町町
議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会
定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会
提提提提提提提提提提
出出出出出出出出出出
議議議議議議議議議議

平
成　

年
第
1
回
芳
賀
町
議
会
定
例
会
提
出
議
案案案案案案案案案案案

3333333333000000000030

月
ず
つ
、
6
月
期
と　

月
期
に

12

割
り
振
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
及
び
芳
賀
町
一
般
職

の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び

給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容　

平
成　

年
の
人
事
院
勧

29

告
に
伴
う
国
家
公
務
員
の
給
与

改
定
に
準
じ
て
、
給
与
月
額
を

平
成　

年
4
月
に
遡
及
し
、
平

29

均　

％
引
き
上
げ
る
も
の
。
勤

0.2

勉
手
当
に
つ
い
て
は
、
平
成　
29

年　

月
期
の
支
給
月
数
を　

月

12

0.05

分
引
き
上
げ
、
平
成　

年
4
月

30

か
ら
は
、
こ
の
引
き
上
げ
分
を

　

月
ず
つ
6
月
期
と　

月
期
に

0.025

12

割
り
振
る
も
の
。
ま
た
、　

歳
55

を
超
え
る
特
例
職
員
の
給
料
月

額
等
の　

％
減
額
支
給
措
置
が

1.5

平
成　

年
3
月　

日
で
終
了
す

30

31

る
こ
と
か
ら
、
関
連
す
る
附
則

を
削
除
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

内
容　

地
方
公
務
員
法
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部

条
例
制

条
例
制
定定

条
例
改

条
例
改
正正

□
芳
賀
町
長
等
の
給
与
及
び
旅

費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

内
容　

平
成　

年
の
人
事
院
勧

29

告
に
伴
う
特
別
職
の
国
家
公
務

員
の
給
与
に
準
じ
て
、
期
末
手

当
の
平
成　

年　

月
期
の
支
給

29

12

月
数
を　

月
分
引
き
上
げ
る
も

0.05

の
。
さ
ら
に
、
平
成　

年
4
月

30

か
ら
は
、
こ
の
引
き
上
げ
を　
0.025

議
員
発

議
員
発
議議

□
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

（
損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び

和
解
に
つ
い
て
）

内
容　

西
高
橋
地
内
に
お
い
て
、

走
行
中
の
乗
用
車
が
、
舗
装
の

陥
没
に
よ
り
、
タ
イ
ヤ
ホ
イ
ー

ル
な
ど
が
損
傷
し
た
こ
と
に
対

し
損
害
賠
償
し
た
も
の
。
賠
償

額
は　

万
9
7
2
9
円
で
全
国

20

町
村
会
総
合
賠
償
保
険
で
対
応

し
た
。

□
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容　

平
成　

年
人
事
院
勧
告

29

に
伴
う
一
般
職
の
国
家
公
務
員

の
給
与
改
定
に
伴
い
、
議
会
議

員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
も
、

　

月
期
の
支
給
割
合
を　

月
分

12

0.05

引
き
上
げ
る
も
の
。
ま
た
、
平

成　

年
4
月
か
ら
は
、
こ
の
引

30

き
上
げ
分
を　

月
ず
つ
6
月
期

0.025

　

月
期
に
割
り
振
る
も
の
。

12
（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を

推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
の
規

定
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
県
が
所

管
し
て
い
た
指
定
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
の
指
定
権
限
が
、
平

成　

年
4
月
1
日
か
ら
町
に
移

30

管
さ
れ
る
た
め
制
定
す
る
も
の
。

質
疑　

増
渕
さ
つ
き
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
地
域
の
支
え
合
い
活

動
推
進
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
内
容　

災
害
対
策
基
本
法
で
災

害
発
生
時
の
避
難
に
特
に
支
援

を
要
す
る
者
の
名
簿
の
作
成
を

町
長
に
義
務
付
け
る
と
と
も
に
、

町
の
条
例
に
特
別
の
定
め
を
規

定
す
る
こ
と
で
、
支
援
を
要
す

る
者
本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と

な
く
、
自
治
会
等
の
避
難
支
援

者
に
あ
ら
か
じ
め
名
簿
を
提
供

で
き
る
こ
と
が
法
的
に
位
置
づ

け
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

町
は
名
簿
情
報
の
提
供
を
拒
否

し
て
い
る
場
合
を
除
き
、
そ
の

名
簿
情
報
を
平
常
時
か
ら
避
難

支
援
者
に
提
供
す
る
こ
と
の
根

拠
と
な
る
条
例
を
制
定
す
る
も

の
。

質
疑　

水
沼
孝
夫
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
工
場
立
地
法
準
則
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

内
容　

「
地
域
の
自
主
性
及
び

自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革

の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法

律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
に

よ
る
工
場
立
地
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
一
定
規
模
の
工
場
に

お
け
る
緑
地
及
び
環
境
施
設
の

面
積
率
に
係
る
町
独
自
の
準
則

を
定
め
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
職
員
の
降
給
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

内
容　

地
方
公
務
員
法
の
改
正

に
伴
い
、
職
員
の
降
給
に
関
し
、

必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
の

も
の
。
人
事
評
価
の
結
果
、
指

導
そ
の
他
の
町
長
が
定
め
る
措

置
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

な
お
勤
務
実
績
が
良
好
で
な
い

場
合
に
は
、
職
員
の
意
に
反
し

て
降
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
し
、
そ
の
方
法
及
び
事
由

に
つ
い
て
規
定
す
る
も
の
。

質
疑　

小
林
隆
志
議
員
・
岩
村

治
雄
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
指
定
居
宅
介
護
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営

に
係
る
基
準
等
を
定
め
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

内
容　

「
地
域
に
お
け
る
医
療
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□
芳
賀
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容　

国
民
健
康
保
険
制
度
改

革
に
伴
う
税
率
の
見
直
し
等
に

よ
る
も
の
。
資
産
割
の
税
率
を

引
き
下
げ
る
こ
と
、
刑
事
施
設

等
に
収
容
又
は
拘
禁
さ
れ
て
い

る
者
の
刑
事
施
設
出
所
後
の
社

会
復
帰
を
円
滑
に
す
る
た
め
、

保
険
料
を
減
免
す
る
こ
と
等
の

改
正
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

内
容　

「
持
続
可
能
な
医
療
保

険
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
国

民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
の
施
行
に
伴
い
、

高
齢
者
の
医
療
に
関
す
る
法
律

も
一
部
改
正
に
な
る
た
め
の
も

の
。
国
民
健
康
保
険
の
住
所
地

特
例
の
適
用
を
受
け
て
い
た
者

が
、　

歳
年
齢
到
達
等
に
よ
り
、

75

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
た
場
合
も
引
き
続
き
従
前
の

住
所
地
の
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
の
被
保
険
者
と
す
る
改

正
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
係
る
基
準

等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

□
芳
賀
町
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た

め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法

に
係
る
基
準
等
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

□
芳
賀
町
指
定
介
護
予
防
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営

並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援

等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
方
法
に
係
る
基

準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

内
容　

「
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス

等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
」
の
公
布
に
伴
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
条
例
を
改
正
す
る

も
の
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
強
化
の
た
め
の
介
護
保
険

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に

よ
り
、
新
た
に
介
護
保
険
法
、

障
害
者
総
合
支
援
法
、
児
童
福

祉
法
に
亘
っ
た
共
生
型
サ
ー
ビ

ス
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

各
省
令
に
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
の

基
準
と
な
る
規
定
が
追
加
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

質
疑　

増
渕
さ
つ
き
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

内
容　

「
就
学
前
の
子
ど
も
に

関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合

的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
条

例
で
引
用
す
る
条
項
番
号
を
改

正
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

内
容　

条
例
の
別
表
に
、
学
校

運
営
協
議
会
委
員
の
報
酬
を
規

定
す
る
も
の
。
な
お
、
委
員
の

報
酬
額
は
、
県
内
の
先
進
事
例

を
参
考
に
年
額
1
万
円
と
し
た
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
遺
児
手
当
支
給
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容　

児
童
福
祉
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
条
例
で
引
用
す
る

法
の
条
番
号
を
改
正
す
る
も
の
。

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

内
容　

第
1
号
被
保
険
者
の
介

護
保
険
料
を
改
正
す
る
も
の
。

普
通
徴
収
に
係
る
保
険
料
の
納

期
を
4
期
か
ら
8
期
に
改
め
る

と
と
も
に
、
保
険
料
の
減
免
対

象
者
に　

日
を
越
え
て
刑
事
施

30

設
等
に
拘
禁
さ
れ
て
い
る
者
を

追
加
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容　

学
童
保
育
利
用
者
の
増

加
に
伴
い
現
学
童
保
育
ス
ペ
ー

ス
で
の
受
け
入
れ
が
困
難
に
な

る
た
め
、
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い

室
を
一
般
貸
出
か
ら
除
外
し
、

生
き
が
い
サ
ロ
ン
・
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
・
学
童
保
育
の
占

有
ス
ペ
ー
ス
に
変
更
す
る
。
ま

た
、
現
「
資
料
室
」
と
「
談
話

室
」
を
一
般
貸
出
用
と
し
て
開

放
す
る
こ
と
で
利
用
者
の
利
便

性
を
図
る
も
の
。
水
橋
分
館
は

施
設
名
称
を
実
状
の
利
用
に
即

し
た
も
の
に
変
更
し
、
南
側
に

面
す
る
現
図
書
室
を
一
般
貸
出

す
る
た
め
に
料
金
を
規
定
す
る

も
の
。

質
疑　

増
渕
さ
つ
き
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
都
市
公
園
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

内
容　

都
市
公
園
法
施
行
令
の

一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
都
市
公
園
内
に
お
け
る

「
運
動
施
設
率
」
に
関
す
る
制
限

に
つ
い
て
の
条
項
を
追
加
す
る

も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
営
住
宅
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

内
容　

公
営
住
宅
法
及
び
土
地

区
画
整
理
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
入
居
者
が

認
知
症
や
知
的
障
害
者
等
で
、

家
賃
算
定
の
基
礎
と
な
る
収
入

申
告
が
困
難
な
状
況
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
、
近
傍
同
種
の
住

宅
を
参
考
に
家
賃
を
決
定
で
き

る
規
定
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、

引
用
条
項
の
改
正
を
行
う
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

▲生きがいサロン・子育てセンター・
学童保育の占有スペースになった「ふれあい室」
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□
芳
賀
町
光
の
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

内
容　

光
の
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
利
用
料
金
の
変
更
及
び
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
一
部

見
直
し
を
行
う
た
め
の
も
の
。

①
新
規
加
入
に
係
る
初
期
費
用

で
あ
る
光
回
線
終
端
装
置
利
用

料
金
を
4
万
3
2
0
0
円
か
ら

1
万
9
4
4
0
円
に
変
更
②
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
C
A
T
V
ひ
か

り
ネ
ッ
ト
の
う
ち
、
よ
り
大
き

な
通
信
速
度
で
あ
る
1
ギ
ガ
と

の
料
金
差
が
僅
か
な　

メ
ガ
を

120

廃
止
す
る
も
の
。

質
疑　

増
渕
さ
つ
き
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
土
地
の
処
分
に
つ
い
て

内
容　

祖
陽
が
丘
住
宅
団
地
の

土
地
を
処
分
す
る
も
の
。
総
面

積
は
3
万
4
6
7
1
.
9
5
平

方
メ
ー
ト
ル
、
総
価
格
は
9
億

2
0
8
万
円
。

質
疑　

水
沼
孝
夫
議
員
・
北
條

勲
議
員
・
岩
村
治
雄
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
道
路
線
の
認
定
に
つ

い
て

内
容　

①
「
八
ツ
木
の
丘
ガ
ー

デ
ン
シ
テ
ィ
」
の
開
発
が
完
了

し
、
当
区
域
内
の
道
路
は
、
敷

地
が
全
て
町
に
帰
属
さ
れ
て
お

り
、
区
域
内
を
連
携
す
る
ほ
か
、

周
辺
地
域
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
等
、

広
く
一
般
の
利
用
に
供
さ
れ
る

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
一
般
会

29

計
補
正
予
算
（
第
5
号
）

内
容　

総
額
に
1
億
2
4
7
4

万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

　

億
2
4
3
2
万
8
千
円
と
す

75る
も
の
。

質
疑　

増
渕
さ
つ
き
議
員
・
大

根
田
周
平
議
員
・
水
沼
孝
夫
議

員
・
岩
村
治
雄
議
員
・
小
林
一

男
議
員
・
北
條
勲
議
員
・
小
林

俊
夫
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
国
民
健

29

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

内
容　

総
額
に
1
億
3
9
8
万

2
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を　

億
3
9
2
4
万
4
千
円
と

24
を
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成　

年
度
芳
賀
工
業
団
地

29

排
水
処
理
セ
ン
タ
ー
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

内
容　

総
額
か
ら　

万
円
減
額

561

し
、
総
額
を
5
0
7
8
万
6
千

円
と
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
介
護
保

29

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

4
号
）

内
容　

保
険
事
業
勘
定
は
総
額

に
、
1
8
0
0
万
円
追
加
し
、

予
算
総
額
を　

億
6
4
2
5
万

14

円
と
す
る
も
の
。
介
護
サ
ー
ビ

ス
勘
定
は
総
額
に
、　

万
9
千

169

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を　
769

万
9
千
円
と
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
公
共
下

29

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
2
号
）

内
容　

総
額
に　

万
円
を
追
加

380

し
、
予
算
総
額
を
3
億
1
8
1

0
万
円
と
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
祖
母
井

29

南
部
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

内
容　

総
額
の
増
減
は
な
く
、

歳
入
予
算
を
組
み
替
え
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
宅
地
造

29

成
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

内
容　

総
額
の
増
減
は
な
く
、

歳
入
予
算
を
組
み
替
え
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

補
正
予

補
正
予
算算

取
得
・
処

取
得
・
処
分分

□
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

内
容　

町
公
用
自
動
車
を
購
入

す
る
も
の
。
契
約
の
方
法
は
、

5
社
見
積
も
り
に
よ
る
随
意
契

約
で
、
額
は
消
費
税
を
加
え
て

7
4
0
万
円
。

質
疑
・
討
論
（
反
対
）　

水
沼
孝

夫
議
員

（
原
案
可
決
）

境
界
変

境
界
変
更更

□
市
町
の
境
界
変
更
に
つ
い
て

□
市
町
の
境
界
変
更
に
伴
う
財

産
処
分
に
関
す
る
協
議
に
つ

い
て

内
容　

県
営
打
越
新
田
地
区
土

地
改
良
事
業
の
施
行
に
伴
い
、

打
越
新
田
地
内
と
宇
都
宮
市
氷

認認　
　

定定

室
町
地
内
の
市
町
の
境
界
を
変

更
す
る
こ
と
を
県
知
事
に
申
請

す
る
も
の
。
ま
た
、
境
界
変
更

に
伴
い
、
公
有
地
で
あ
る
道
路
、

水
路
の
財
産
処
分
が
生
じ
る
の

で
宇
都
宮
市
と
協
議
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

道
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
道

と
し
て　

路
線
を
認
定
す
る
も

25

の
。
②
主
要
地
方
道
宇
都
宮
・

向
田
線
バ
イ
パ
ス
整
備
に
伴
い
、

沿
線
の
集
落
が
分
断
さ
れ
る
こ

と
と
、
付
近
に
あ
る
住
宅
団
地

か
ら
南
へ
の
往
来
が
し
に
く
く

な
る
こ
と
か
ら
、
従
来
の
往
来

を
補
完
す
る
と
共
に
、
当
地
域

全
体
の
交
通
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
当
該
箇
所
に
あ

る
認
定
外
道
路
を
町
道
と
し
て

整
備
す
る
た
め
認
定
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

賛否の公表
議案第23号　財産の取得について

賛否議員名議席番号

○岡田　年弘1

○大根田周平2

○大根田　弘3

×水沼　孝夫4

○北條　　勲5

○小林　一男6

○増渕さつき7

○小林　俊夫8

○岩村　治雄9

○杉田貞一郎10

○小林　隆志11

○小林　信二12

○大島　　浩13

−石川　　保14

※賛否が分かれた案件のみを公表しています。

　賛成○　反対×

※石川議長は採決に加わりません。
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小
林
一
男　

議
員

北
部
第
2
地
区
の
ほ
場

整
備
エ
リ
ア
に
は
農
業

振
興
地
域
内
で
も
白
地
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

将
来
に
わ
た
る
土
地
利
用
の

調
整
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

農
政
課
長　

地
権
者
と

説
明
会
の
場
で
交
渉
し

て
い
ま
す
。
事
前
調
査
と
な

る
土
地
の
申
告
書
で
、
受
益

地
と
し
て
今
後
も
整
備
し
て

い
く
と
い
う
意
思
を
確
認
し

て
い
ま
す
。増

渕
さ
つ
き　

議
員

か
し
の
森
公
園
内
の
整

備
基
本
設
計
業
務
に
つ

い
て
、
今
後
の
整
備
に
つ
い

て
の
考
え
を
お
聞
き
す
る
。

都
市
計
画
課
長　

L
R

T
整
備
計
画
に
伴
い
、

主
に
野
球
場
、
道
路
際
の
か

し
の
木
等
が
伐
採
さ
れ
る
予

定
で
す
が
、
公
園
内
の
遊
具
、

桜
等
に
つ
い
て
は
維
持
で
き

る
見
込
み
で
す
。
引
き
続
き
、

桜
と
子
ど
も
が
遊
べ
る
、
親

子
で
楽
し
め
る
公
園
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
島　

浩　

議
員

交
通
安
全
対
策
費
の
報

償
費　

万
円
の
内
容
は
。

30

総
務
課
長　

運
転
免
許

証
の
自
主
返
納
に
対
し
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の　

回
50

分
の
利
用
券
を　

人
分
計
上

30

し
ま
し
た
。大

根
田
周
平　

議
員

里
山
の
整
備
事
業
費
1

2
5
0
万
円
の
内
訳
と

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
お

聞
き
す
る
。

農
政
課
長　

平
成　

年
30

度
は　

か
所
で　

ヘ
ク

16

86

商
工
観
光
課
長　

申
請

件
数
も
減
っ
て
き
て
お

り
、
今
回
廃
止
で
は
な
く
一

時
休
止
し
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
、
販
売
す
る
企
業

に
と
っ
て
良
い
補
助
金
が
あ

る
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
林
隆
志　

議
員

自
転
車
安
全
教
室
の
内

容
に
つ
い
て
お
聞
き
す

る
。

総
務
課
長　

平
成　

年
27

5
月
に
小
中
学
生
や
高

齢
者
を
対
象
に
芳
賀
中
学
校

で
、
事
故
の
再
現
を
ス
タ
ン

ト
マ
ン
が
行
う
「
ス
ケ
ア
ー

ド
ス
ト
レ
ー
ト
研
修
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
平
成　

年
度

30

も
同
じ
よ
う
な
研
修
を
行
う

も
の
で
す
。小

林
俊
夫　

議
員

町
税
の
滞
納
繰
越
分
の

予
算
の
計
上
の
仕
方
に

つ
い
て
お
聞
き
す
る
。

税
務
課
長　

平

成　
29

年
度
ま
で
は
、
科
目
維

持
の
形
で
予
算
を
計
上
し
て

い
ま
し
た
が
、
平
成　

年
度

30

か
ら
は
実
績
を
基
に
現
実
的

な
予
算
計
上
を
し
て
い
ま
す
。

北
條
勲　

議
員

庁
舎
維
持
管
理
費
の
防

犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事
の

箇
所
と
場
所
は
。

総
務
課
長　

庁
舎
の
中

は
、
1
階
南
側
フ
ロ
ア

に
2
台
、
北
側
フ
ロ
ア
に
1

台
、
東
側
フ
ロ
ア
に
1
台
、

2
階
に
1
台
の
計
5
台
で
す
。

庁
舎
の
外
は
、
庁
舎
の
南
側

に
1
台
、
北
側
に
1
台
、
東

側
に
1
台
の
計
3
台
で
す
。

岩
村
治
雄　

議
員

空
き
家
対
策
推
進
に
つ

い
て
お
聞
き
す
る
。

都
市
計
画
課
長　

調
査

の
結
果
、
現
在
の
空
き

家
は
1
8
5
戸
で
す
。
空
き

家
バ
ン
ク
を
介
し
て
の
賃
貸

や
解
体
等
で
戸
数
が
減
っ
て

も
、
そ
れ
を
上
回
る
新
た
な

空
き
家
が
増
え
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
町
で
は
「
空
き

家
等
対
策
協
議
会
」
を
設
置

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、

「
特
定
空
き
家
」
の
基
準
を
作

り
、
認
定
さ
れ
た
も
の
に
つ

い
て
は
改
善
措
置
を
取
る
よ

う
に
指
導
を
徹
底
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

杉
田
貞
一
郎　

議
員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
発
行
数
が
伸
び
て
い

な
い
が
、
今
後
の
普
及
啓
発

等
、
対
策
は
。

企
画
課
長　

地
区
座
談

会
で
各
自
治
会
に
利
用

普
及
の
説
明
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
先
駆
的
に
証
明

書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
の

で
、
他
市
町
に
比
べ
る
と
普

及
が
進
ん
で
い
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
国
の
新

た
な
取
り
組
み
を
注
視
、
研

究
し
更
な
る
普
及
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問答問

答問答問答

タ
ー
ル
の
里
山
整
備
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は

今
年
で　

年
が
経
過
し
、
来

10

年
か
ら
ま
た
新
た
な
取
り
組

み
と
い
う
こ
と
で
県
の
森
林

環
境
税
の
延
長
も
決
定
し
た

こ
と
か
ら
、
更
な
る
里
山
整

備
の
推
進
を
し
て
い
く
予
定

で
す
。

水
沼
孝
夫　

議
員

総
合
検
診
W
e
b
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
お
聞
き

す
る
。健

康
増
進
課
長　

イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し

て
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら　

時
間
い
つ
で

24

も
総
合
検
診
に
か
か
る
予
約

等
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

新
規
受
診
者
の
開
拓
と
若
い

世
代
の
受
診
率
向
上
に
向
け

て
導
入
し
た
も
の
で
す
。

岡
田
年
弘　

議
員

ホ
ン
ダ
車
新
車
購
入

補
助
が
平
成　

年
度

29

で
廃
止
し
た
が
、
理
由
に
つ

い
て
お
聞
き
す
る
。

問答問

答問答問答

問答問答

問答
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□
書
類
審
査
（
3
月
8
日
）

　

総
務
課
、
企
画
課
、
税
務
課
、
会
計
課
、
議
会
事
務

局
、
監
査
委
員
事
務
局

□
現
地
調
査
（
3
月　

日
）

13

　

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
祖
陽
が
丘
光

ケ
ー
ブ
ル
増
設
現
地

常常常常常常常常常常
任任任任任任任任任任
委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会
予予予予予予予予予予
算算算算算算算算算算
審審審審審審審審審審

常
任
委
員
会
予
算
審
査査査査査査査査査査査

　

総
務
・
教
育
民
生
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
3
月
7
日
か
ら　

日
ま
で
平
成　

年
度

13

30

芳
賀
町
一
般
会
計
予
算
及
び
特
別
会
計
予
算
の
書
類
審
査
と
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
委
員
会
は
、
3
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
意
見
を
付
し
て
予
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

15

総
務
常
任
委
員
会

□
書
類
審
査
（
3
月
7
、
8
日
）

住
民
課
、
健
康
増
進
課
、
福
祉
対
策
課
、
環
境
対
策
課
、

こ
ど
も
育
成
課
、
生
涯
学
習
課

□
現
地
調
査
（
3
月　

日
）

13

　

町
民
会
館
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
芳
賀
赤
十
字
病
院
建

設
現
場
（
真
岡
市
）
、
新
芳
賀
庁
舎
（
教
育
事
務
所
）

（
真
岡
市
）

□
書
類
審
査
（
3
月
8
日
）

　

農
政
課
、
商
工
観
光
課
、
建
設
課
、
都
市
計
画
課

□
現
地
調
査
（
3
月　

日
）

13

　

祖
陽
が
丘
住
宅
団
地
、
食
肉
セ
ン
タ
ー
整
備
状
況
、

稲
毛
田
地
区
ほ
場
整
備
、
三
日
市
・
宮
田
線
、
新
産
業

団
地
整
備
計
画
地
、
か
し
の
森
公
園
、
道
の
駅
は
が

▲現地調査（かしの森公園）

▲書類審査

▲現地調査（海洋センター）

▲書類審査

▲現地調査（トレーニングセンター）

▲書類審査

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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□
審
査
の
意
見
ま
た
は
特
に
留
意
す
べ
き
事
項

　

平
成　

年
3
月
に
「
芳
賀
町
公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
」

29

が
策
定
さ
れ
て
お
り
、
芳
賀
町
の
公
共
施
設
の
在
り
方
は
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
更
に
進
む
こ
と
に
よ
り
、
利

用
需
要
が
変
化
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

特
に
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
保
健
セ
ン

タ
ー
は
、
築　

年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
多
額
の
修

40

繕
費
を
要
す
る
施
設
は
、
長
期
的
な
財
政
負
担
と
な
る
た

め
、
こ
の
2
施
設
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
利
用
の
在
り
方

も
含
め
、
町
民
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、

中
長
期
的
な
視
点
で
統
廃
合
に
よ
る
再
整
備
を
検
討
さ
れ

た
い
。

□
審
査
の
意
見
ま
た
は
特
に
留
意
す
べ
き
事
項

①
少
子
化
対
策
の
一
環
で
、
婚
活
支
援
事
業
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
以
降
の
支
援
が
行
わ
れ
て
い
な
い
現
状
で

あ
る
。
結
婚
を
し
よ
う
と
す
る
若
者
に
結
婚
に
伴
う
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
結
婚
式
の
費
用
補
助
や
新
婚

世
帯
の
家
賃
補
助
等
の
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
を
先
駆
的

に
取
り
入
れ
、「
若
者
が
住
み
た
く
な
る
、
子
育
て
し
た
く

な
る
芳
賀
町
」
を
目
指
し
、
婚
活
・
結
婚
・
子
育
て
と
、

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
さ
れ
た
い
。

②
本
年
4
月
か
ら
、
妊
娠
か
ら
出
産
、
子
育
て
ま
で
切
れ

目
な
く
母
子
を
支
援
す
る
た
め
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
る
が
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
必

要
と
さ
れ
る
支
援
が
届
く
よ
う
、
事
業
の
周
知
を
図
ら
れ

た
い
。

□
審
査
の
意
見
ま
た
は
特
に
留
意
す
べ
き
事
項

　

平
成　

年
度
は
第
6
次
振
興
計
画
の
3
年
目
に
あ
た

30

り
、
L
R
T
整
備
事
業
、
祖
母
井
の
土
地
区
画
整
理
事

業
、
北
部
第
2
地
区
ほ
場
整
備
事
業
、
産
業
団
地
拡
張
、

芳
賀
高
校
跡
地
の
宅
地
造
成
事
業
、
地
籍
調
査
等
の
取

り
組
み
が
本
格
化
す
る
年
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
円
滑
に
推
進
す
る
に
は
、
専
門
的

知
識
を
有
す
る
職
員
の
配
置
や
組
織
横
断
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
編
成
に
加
え
、
職
員
を
増
員
さ
れ

た
い
。

　

さ
ら
に
、
平
成　

年
度
内
に
分
譲
開
始
を
目
指
し
て

30

い
る
「
祖
陽
が
丘
」
に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
住
宅
の
建
築

等
、
あ
ら
ゆ
る
P
R
策
を
講
じ
完
売
に
向
け
て
努
力
さ

れ
た
い
。

▲現地調査（食肉センター整備地）

▲現地調査（稲毛田地区ほ場）

▲現地調査（芳賀赤十字病院建設現場）

▲現地調査（町民会館）

▲現地調査（祖陽が丘）

▲現地調査（トレーニングセンター）

委 

員 

長　

水
沼　

孝
夫

副
委
員
長　

岡
田　

年
弘

委　
　

員　

小
林　

隆
志

委　
　

員　

岩
村　

治
雄

委　
　

員　

増
渕
さ
つ
き

委 

員 

長　

大
島　
　

浩

副
委
員
長　

大
根
田　

弘

委　
　

員　

石
川　
　

保

委　
　

員　

北
條　
　

勲

委 

員 

長　

小
林　

信
二

副
委
員
長　

小
林　

俊
夫

委　
　

員　

杉
田
貞
一
郎

委　
　

員　

小
林　

一
男

委　
　

員　

大
根
田
周
平
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一一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般般

質質質質質質質質質質質問問問問問問問問問問問
ここが聞きたい
5人の議員が一般質問5人の議員が一般質問

　第1日目と第5日目に一般質問が行われ、5人の議員が町政について質問しました。

　一般質問は、定例会において行われ、議員が町の

行財政全般にわたって執行機関に疑問点をただし、

所信の表明を求めるものです。質問する議員も、受

ける執行機関もともに十分な準備が必要なことから、

通告制とされています。

　質問時間は、1人につき質問・答弁を含め60分以

内とされています。

一般質問とは

〈次回の定例会は6月1日からの予定です〉

みんなで議会を傍聴しましょう
議会は、はがチャンネルでも放送します。

－ 放映時間 －

会議当日 円円円円 午後８時から
再 放 送  翌日の午後２時から

岡田　年弘 議員（11ページ）

１　消防水利について

２　遊水地整備状況について

北條　勲 議員（12ページ）

１　町のPRについて

２　庁舎の節電対策について

水沼　孝夫 議員（13ページ）

１　「中小企業・小規模企業の振興に関する条例」制定について

２　行政の責任・将来フレームについて

小林　一男 議員（14ページ）

１　工業団地について

増渕　さつき 議員（15ページ）

１　子育て環境向上のために

２　生涯学習推進事業について

３　職員の人事管理について
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町
と
し
て
の
活
用
案
は
。

町
長　

芳
賀
遊
水
地
に
つ

い
て
は
、
平
常
時
に
は
町

民
の
憩
い
や
ふ
れ
あ
い
の
場
と

し
て
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
現
時
点
で
の
活
用
案
と

し
て
は
、
遊
水
地
の
外
周
を
桜

堤
回
廊
と
し
、
多
く
の
方
々
が

集
い
楽
し
め
る
空
間
を
創
出
し
、

子
ど
も
た
ち
が
自
然
の
中
で
、

仲
間
と
ふ
れ
あ
い
体
験
で
き
る

親
水
施
設
な
ど
の
整
備
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

桜
堤
の
計
画
に
つ
い
て
お

聞
き
す
る
。

町
長　

遊
水
地
の
堤
防
に

桜
な
ど
の
高
木
を
植
樹
す

る
こ
と
は
、
河
川
管
理
上
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
県
に
対
し
て

堤
防
の
外
側
に
幅
3
メ
ー
ト
ル

程
度
の
用
地
確
保
を
要
望
し
て

お
り
、
そ
の
ス
ペ
ー
ス
に
複
数

の
品
種
の
桜
を
2
列
に
植
栽
し
、

中
央
部
に
散
策
路
を
設
置
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

桜
堤
に
数
種
類
の
桜
を
植

え
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
が
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
か
。

建
設
産
業
部
長　

異
な
る

開
花
期
の
品
種
を
植
栽
し

た
場
合
、
見
ご
ろ
に
な
る
時
期

が
長
く
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
同
じ
開
花
時
期
で
も
、

花
の
色
の
濃
淡
を
変
え
る
と
い

う
こ
と
で
全
体
を
華
や
か
に
、

一
気
に
見
せ
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

一 般 質 問

岡田　年弘　議員

有
事
の
際
、
地
形
的
に
河

川
及
び
水
路
か
ら
の
取
水

傾
向
が
あ
る
が
、
晩
秋
か
ら
春

先
に
か
け
て
河
川
に
お
い
て
水

量
が
十
分
な
消
防
水
利
と
し
て

充
足
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

町
長　

現
在
本
町
に
は
、

公
設
私
設
あ
わ
せ
て
消
火

栓　

基
、
防
火
水
槽　

基
の
消

340

104

防
水
利
が
あ
り
ま
す
。
新
た
な

設
置
に
つ
い
て
消
火
栓
は
、
必

要
と
思
わ
れ
る
場
所
に
設
置
し

て
い
ま
す
が
、
防
火
水
槽
は
町

で
設
置
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
度
を
最
後
に
新
設
し

21

て
お
り
ま
せ
ん
。
消
防
団
で
は
、

限
ら
れ
た
水
利
の
中
で
迅
速
か

つ
的
確
な
消
火
活
動
が
で
き
る

よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
火
災
を
想

定
し
た
訓
練
も
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
水
利
と
し
て
一
番
有
効

な
も
の
は
、
取
水
制
限
が
ほ
と

ん
ど
な
い
河
川
や
用
水
路
な
ど

の
自
然
水
利
で
す
。
適
正
な
水

利
の
確
保
の
た
め
、
消
防
団
、

広
域
消
防
と
連
携
し
消
火
栓
、

防
火
水
槽
の
整
備
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
協
議
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

防
火
水
槽
に
つ
い
て
、
平

成　

年
度
を
最
後
に
新
設

21

し
て
い
な
い
理
由
を
お
聞
き
す

る
。

総
務
企
画
部
長　

従
来
か

ら
消
防
団
各
部
の
要
望
に

よ
り
整
備
を
し
て
き
た
と
い
う

経
緯
が
あ
り
ま
す
。
平
成　

年
21

度
以
降
、
そ
の
要
望
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
消
火
栓
や
防
火

水
槽
の
整
備
の
要
望
が
あ
れ
ば
、

地
域
の
皆
様
の
ご
意
見
等
を
ま

と
め
て
町
に
要
望
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

消
防
団
本
部
の
会
議
等
で
、
必

要
な
消
防
水
利
の
整
備
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

消
防
水
利
に
つ
い
て

問答

問

答

遊
水
地
整
備
状
況
に
つ
い
て

▲町消防団操法競技大会の様子

問答問答

問答

▲工事が進む芳賀遊水地予定地
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各
階
に
町
民
も
見
え
る

「
温
度
計
・
湿
度
計
」
の

設
置
は
で
き
な
い
か
。

町
長　

設
置
自
体
は
可
能

で
す
が
、
庁
舎
に
は
多
く

の
掲
示
物
、
看
板
、
時
計
、
案

内
板
、
表
示
装
置
等
が
あ
り
ま

す
の
で
、
現
時
点
で
は
設
置
す

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

各
階
の
温
度
設
定
は
。

町
長　

暖
か
い
空
気
は
上

に
上
が
り
ま
す
の
で
、
2

階
は
1
階
よ
り
2
度
程
度
低
く

設
定
し
て
い
ま
す
。

町
の
P
R
に
つ
い
て

町
長
は
知
名
度
を
上
げ
る

た
め
先
頭
に
立
ち
P
R
す

る
と
い
う
が
、
次
項
目
の
見
解

を
求
め
る
。

　

町
の
補
助
金
制
度
等
を
検
索

す
る
の
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

ア
ク
セ
ス
の
時
間
が
か
か
る
。

見
や
す
く
で
き
な
い
か
。

企
画
課
長　

広
報
広
聴
モ

ニ
タ
ー
会
議
で
も
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
検
索
の
し
づ
ら
さ

は
意
見
が
で
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
検
討
し
ま
す
。

J
A
は
が
野
芳
賀
支
店
は

建
物
に
大
き
な
文
字
で
施

設
名
が
書
い
て
あ
る
。
町
で
も

同
じ
よ
う
に
設
置
し
、
芳
賀
バ

イ
パ
ス
の
通
行
者
へ
の
P
R
は

で
き
な
い
か
。

総
務
企
画
部
長　

芳
賀
バ

イ
パ
ス
か
ら
見
え
る
範
囲

の
施
設
に
そ
の
よ
う
な
表
示
を

す
る
こ
と
は
効
果
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。
関
係
課
と
協
議
し
、

対
応
を
検
討
し
ま
す
。

L
R
T
開
通
前
に
公
共
交

通
の
構
想
を
町
民
に
知
ら

せ
る
べ
き
で
は
。

建
設
産
業
部
長　

現
在
は

実
現
に
向
け
て
バ
ス
路
線

の
再
編
や
デ
マ
ン
ド
交
通
の
改

北條　勲　議員

問

議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

善
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
L
R

T
整
備
の
進
捗
に
あ
わ
せ
町
民

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

L
R
T
が
開
通
す
る
と
、

水
橋
地
区
か
ら
は
清
原
工

業
団
地
管
理
セ
ン
タ
ー
を
利
用

す
る
人
も
多
く
な
る
と
予
想
さ

れ
る
が
、
現
在
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
は
乗
り
入
れ
で
き
な
い
が
、

今
後
の
対
応
は
。

建
設
産
業
部
長　

清
原
工

業
団
地
管
理
セ
ン
タ
ー
に

乗
り
入
れ
で
き
る
よ
う
、
宇
都

宮
市
と
L
R
T
の
整
備
を
進
め

る
中
で
検
討
し
ま
す
。

芳
賀
赤
十
字
病
院
は
、
真

岡
鉄
道
北
真
岡
駅
近
く
に

来
年
春
に
開
院
予
定
で
あ
る
。

当
町
か
ら
一
番
近
い
駅
は
市
塙

と
多
田
羅
だ
が
、
現
在
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
は
乗
り
入
れ
で
き

な
い
が
、
今
後
の
対
応
は
。

建
設
産
業
部
長　

真
岡
鉄

道
の
利
用
状
況
な
ど
を
調

査
し
、
需
要
動
向
を
確
認
し
、

必
要
で
あ
れ
ば
乗
り
入
れ
が
で

き
る
よ
う
相
手
方
と
協
議
し
ま

す
。

問

答

答

問答

問答問答

庁
舎
の
節
電
対
策
に
つ
い
て

問答

問答

▲建物に大きな文字で施設名が書いてある

ＪＡはが野芳賀支店
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平
成　

年
1
月
1
日
現
在

30

の
総
人
口
が
1
万
4
9
9

7
人
と
な
り
、
第
6
次
振
興
計

画
の
平
成　

年
の
目
標
1
万
5

39

0
0
0
人
を　

年
も
早
く
下

10

回
っ
た
。
行
政
の
責
任
と
し
て
、

人
口
・
土
地
利
用
・
財
政
等
の

将
来
フ
レ
ー
ム
の
目
標
に
対
す

る
根
拠
と
政
策
を
具
体
的
に
お

示
し
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

計
画
策
定
時
の
推

計
人
口
は
、
宅
地
造
成
に

伴
う
転
入
増
を
見
込
ん
で
い
る

の
で
、
今
後
の
社
会
動
態
を
注

視
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
土
地
利
用
は
、
祖
母
井

中
部
北
部
を
重
点
に
一
部
市
街

地
の
拡
大
や
、
新
た
な
産
業
団

地
の
創
出
、
市
街
化
調
整
区
域

の
下
原
・
橋
場
地
区
は
地
区
計

画
制
度
の
活
用
に
よ
り
、
農
地

等
の
都
市
的
土
地
利
用
へ
の
転

換
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
市
街

化
区
域
拡
大
は
、
国
・
県
と
の

協
議
を
進
め
、
具
体
的
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

財
政
に
つ
い
て
は
、
税
制
改
正

に
よ
り
大
幅
な
税
収
減
が
見
込

一 般 質 問

水沼　孝夫　議員

中
小
企
業
の
経
営
環
境
は

極
め
て
厳
し
く
、
資
金
や

人
材
・
事
業
継
承
の
問
題
等
々

困
難
な
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。

意
欲
あ
る
中
小
企
業
が
力
を
十

分
発
揮
で
き
る
よ
う
支
援
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
県
内

　

市
町
の
内　

市
町
が
制
定
、

25

17

も
し
く
は
制
定
を
予
定
し
て
い

る
こ
の
条
例
に
つ
い
て
、
町
も

積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
制
定
に
向
け
て

の
考
え
を
伺
う
。

町
長　

本
町
に
お
い
て
は
、

法
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
近

隣
の
自
治
体
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
条
例
制
定
に
向
け
て
検
討

を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成　

年
度
予
算
の
商
工

30

費
は
、
前
年
よ
り　

万
円

918

減
少
し
て
2
億
7
1
6
1
万
円

で
一
般
会
計
の
わ
ず
か　

％
で

3.6

あ
る
。
新
規
事
業
も
無
く
、
取

り
組
み
の
消
極
さ
が
見
ら
れ
る
。

他
市
町
で
は
、
「
農
商
工
観
連

携
」
で
創
業
支
援
・
産
業
創
出
・

空
き
店
舗
活
用
支
援
を
行
う
な

ど
、
多
彩
な
政
策
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
町
の
物
品
購

入
・
業
務
委
託
も
極
力
地
元
か

ら
調
達
し
、
地
元
に
還
元
し
商

工
業
者
を
育
成
支
援
す
る
必
要

が
あ
る
。
町
長
か
ら
職
員
に
指

導
を
徹
底
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
い
か
が
か
。

商
工
観
光
課
長　

益

子

町
・
茂
木
町
は
既
に
空
き

店
舗
や
創
業
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
先
進
事
例
が
身
近
に
あ

る
の
で
、
勉
強
し
、
導
入
に
向

け
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

総
務
企
画
部
長　

物
品
購
入

に
つ
い
て
は
、
極
力
町
内
で
購

入
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

業
務
委
託
は
、
指
摘
の
よ
う
に

町
内
業
者
で
対
応
で
き
る
も
の

は
考
慮
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

「
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
振
興
に
関
す
る
条
例
」
制
定
つ
い
て

行
政
の
責
任
・
将
来
フ
レ
ー
ム
に
つ
い
て

問答

問

答

ま
れ
ま
す
。
歳
出
は
、
団
塊
世

代
の
2
0
2
5
年
問
題
に
よ
る

社
会
保
障
費
負
担
増
、
L
R
T

整
備
事
業
や
区
画
整
理
事
業
等

に
多
額
の
財
政
支
出
が
見
込
ま

れ
、
堅
実
な
財
政
運
営
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
民
主
主
義
と

い
っ
た
、
我
々
年
輩
者
が

「
今
が
良
け
れ
ば
良
い
」
と
い
う

発
想
で
、
若
い
人
た
ち
を
き
ち

ん
と
忖
度
し
て
あ
げ
ら
れ
な
い
。

こ
れ
は
非
常
に
罪
な
こ
と
だ
と

思
う
が
、
い
か
が
か
。

企
画
課
長　

シ
ル
バ
ー
民

主
主
義
に
つ
い
て
は
、
考

え
方
と
し
て
感
じ
る
と
こ
ろ
で

は
あ
り
ま
す
。
総
合
戦
略
の
2

0
1
8
年
版
の
実
施
計
画
に　
18

億
3
2
0
0
万
円
の
予
算
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
重
点
で
対
策

を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問答

問答
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だ
が
、
当
町
に
も
就
職
活
動
の

拠
点
は
設
け
ら
れ
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長　

も
て
ぎ

ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
で
は
、

自
己
完
結
の
町
内
就
職
支
援
、

斡
旋
な
ど
資
質
の
高
い
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
当
町
で
は
、

集
団
面
接
会
な
ど
に
よ
っ
て
町

内
へ
の
就
職
斡
旋
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
向
け
の
ア
プ
リ
の
開
発
な
ど
、

十
分
閲
覧
で
き
る
情
報
発
信
の

方
法
を
勉
強
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

い
か
。商

工
観
光
課
長　

近
隣
で

宇
都
宮
市
、
真
岡
市
は
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
先
進
自

治
体
を
勉
強
し
て
町
に
合
っ
た

部
分
は
や
れ
る
よ
う
検
討
し
ま

す
。

優
良
な
正
規
雇
用
が
人
口

流
出
に
不
可
欠
と
思
う
が

対
策
は
。

町
長　

住
宅
地
と
雇
用
が

人
口
流
出
の
防
止
に
重
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
住
宅
地
は

祖
陽
が
丘
を
整
備
中
で
、
来
年

に
は
第
1
期
分
譲
を
開
始
す
る

予
定
で
す
。
雇
用
、
求
人
情
報

は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た

情
報
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提

供
す
る
だ
け
で
な
く
、
町
独
自

に
求
人
情
報
を
収
集
し
、
発
信

す
る
方
法
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、

芳
賀
町
工
業
団
地
連
絡
協
議
会

役
員
の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
協
議
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。茂

木
町
に
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
出
張
所
が
あ
る
よ
う

工
業
団
地
つ
い
て

芳
賀
工
業
団
地
は
、
当
地

域
に
優
良
な
雇
用
を
創
出

す
る
理
念
の
も
と
で
造
成
さ
れ
、

　

社
を
超
え
る
企
業
が
操
業
し

100て
い
る
。
大
き
な
未
利
用
地
が

な
く
な
り
、
第
二
工
業
団
地
の

計
画
が
あ
る
が
進
捗
状
況
は
。

町
長　

工
業
機
能
の
拡
充

と
雇
用
機
会
の
拡
大
を
図

る
た
め
、
芳
賀
・
高
根
沢
工
業

団
地
南
側　

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
新

23

産
業
団
地
の
造
成
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
県
企
業
局
の
協
力
の

も
と
、
来
年
度
は
市
街
化
区
域

編
入
や
農
振
除
外
の
手
続
を
行

い
、
平
成　

年
度
工
事
着
手
、

31

平
成　

年
度
予
約
分
譲
受
付
開

32

始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
早
期

分
譲
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

現
工
業
団
地
に
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
よ
う
な
利
用
を
条
例

で
制
限
で
き
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長　

太
陽
光

発
電
施
設
で
は
雇
用
は
生

ま
れ
な
い
の
で
、
町
の
活
力
や

雇
用
を
生
む
産
業
、
企
業
の
誘

致
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

小林　一男　議員

議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

き
ま
す
。

新
産
業
団
地
分
譲
の
問
い

合
わ
せ
は
。

商
工
観
光
課
長　

平
成　
27

年
度　

件
、
平
成　

年
度

29

28

　

件
、
平
成　

年
度　

件
、
要

12

29

16

望
規
模
は
3
～
6
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
問
い
合
わ
せ
が
き
て
い
ま
す
。

新
産
業
団
地
の
排
水
処
理

は
。

商
工
観
光
課
長　

現
状
の

芳
賀
工
業
団
地
排
水
処
理

セ
ン
タ
ー
で
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
の
稼
働
率
が
約　

％
な
の

25

で
、
十
分
余
裕
を
持
っ
て
処
理

で
き
ま
す
。

中
小
企
業
の
振
興
条
例
へ

の
当
町
の
対
応
は
。

町
長　

近
隣
自
治
体
と
連

携
し
な
が
ら
意
見
交
換
し
、

条
例
制
定
に
向
け
て
検
討
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
へ
の
新
た
な
支

援
と
し
て
、
知
的
財
産
権

取
得
に
対
す
る
補
助
は
で
き
な

芳
賀
・
高
根
沢
工
業
団
地
南
側　

ヘ
ク
タ
ー
ル
に

23

新
産
業
団
地
の
造
成

答 問

問答

問答

答 問答 問問

答答 問

答

問

▲工業団地航空写真（平成26年6月）
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一 般 質 問

増渕　さつき　議員

子
育
て
環
境
向
上
の
た
め
、

芳
賀
町
に
お
け
る
妊
産
婦

に
対
す
る
助
成
制
度
の

①
妊
産
婦
健
康
診
査
の
公
費
負

担
回
数
と
公
費
負
担
増

②
産
後
う
つ
健
診
の
状
況

③
妊
婦
健
康
相
談
の
状
況

④
家
庭
訪
問
指
導
の
状
況
に
つ

い
て
お
聞
き
す
る
。

町
長　

①
公
費
負
担
回
数

は
一
人
に
つ
き　

回
ま
で

14

9
万
5
千
円
を
上
限
と
し
て
公

費
負
担
し
て
い
ま
す
。
平
成　
28

年
度
の
実
績
で
は
、　

人
に
対

101

し
て
平
均
8
万
3
千
円
を
助
成

し
ま
し
た
。

②
現
在
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
平
成　

年
度
か
ら
健
診
費

30

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

③
要
望
が
あ
れ
ば
保
健
師
等
に

よ
り
随
時
相
談
に
応
じ
て
ま
い

り
ま
す
。

④
希
望
す
る
方
に
産
後
1
か
月

前
後
の
時
期
に
、
保
健
師
ま
た

は
助
産
師
が
各
家
庭
を
訪
問
し

母
子
の
保
健
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。県

内
で
は　

市
4
町
が
設

10

置
し
て
い
る
「
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
つ

い
て
町
の
状
況
を
お
聞
き
す
る
。

町
長　

平
成　

年
4
月
の

29

母
子
保
健
法
の
改
正
に
よ

り
市
町
村
は
同
セ
ン
タ
ー
の
設

置
に
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
、
芳

賀
町
で
も
平
成　

年
4
月
か
ら

30

健
康
増
進
課
内
に
設
置
す
る
予

定
で
す
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
拠
点

と
し
て
専
門
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
設
置
し
、
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
期
ま
で
の
切
れ
目
の
な

い
き
め
細
や
か
な
支
援
の
提
供

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

必
要
と
さ
れ
る
支
援
ニ
ー

ズ
の
把
握
は
ど
の
よ
う
に
。

健
康
増
進
課
長　

窓
口
で

の
面
談
を
重
視
し
、
詳
細

な
面
談
を
通
し
て
ニ
ー
ズ
の
把

握
を
す
る
と
同
時
に
セ
ン
タ
ー

の
周
知
を
P
R
し
て
い
き
ま
す
。

生
涯
学
習
推
進
事
業
に
位

置
付
け
ら
れ
る
「
出
前
講

座
」
の
メ
ニ
ュ
ー
の
推
移
と
講

座
回
数
や
参
加
者
の
推
移
を
お

聞
き
す
る
。

教
育
長　

出
前
講
座
は
町

民
が
主
催
者
に
な
り
、
そ

こ
に
町
職
員
や
一
般
の
講
師
を

派
遣
す
る
制
度
で
、
今
日
的
な

課
題
に
対
応
す
る
よ
う
毎
年
メ

ニ
ュ
ー
の
見
直
し
を
し
て
い
ま

す
。
直
近
3
か
年
の
実
績
は
、

平
成　

年
度
は　

講
座
で　

人

27

28

669

の
参
加
、　

年
度　

講
座
で　

28

20

449

人
の
参
加
、　

年
度
は
2
月
末

29

で　

講
座　

人
の
参
加
で
す
。

21

606

生
涯
学
習
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
学
び
ピ
ア
」
に
は
申
し
込

み
で
き
る
人
と
し
て
町
内
に
在

住
、
在
勤
、
ま
た
は
在
学
し
て

い
る　

人
以
上
の
団
体
と
あ
る

10

が
、
少
人
数
に
も
対
応
で
き
な

い
か
。生

涯
学
習
課
長　

申
し
込

み
時
に
相
談
い
た
だ
け
れ

ば
柔
軟
に
対
応
し
、
多
く
の
方

議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

子
育
て
環
境
向
上
を
め
ざ
し
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
！

が
利
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
改

善
し
て
い
き
ま
す
。

問答

よ
り
利
用
し
や
す
い
出
前
講
座
を
！

問答

問答

問答答 問

県
内
の
自
治
体
職
員
が
公

金
を
詐
取
し
た
と
さ
れ
る

事
件
を
受
け
て
、
未
然
防
止
の

観
点
か
ら
町
と
し
て
の
対
応
を

お
聞
き
す
る
。

町
長　

他
の
自
治
体
の
事

件
と
は
い
え
、
住
民
の
信

用
を
失
墜
さ
せ
る
も
の
と
し
て

重
く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
全

職
員
に
対
し
、
公
金
の
取
り
扱

い
に
慎
重
を
期
す
る
と
と
も
に

一
層
の
綱
紀
粛
正
を
促
し
ま
し

た
。

▲4月に開設された子育て世代包括支援センター

▲生涯学習ガイドブック「学びピア」

問答
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平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成22222222229999999999年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度政政政政政政政政政政務務務務務務務務務務活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動費費費費費費費費費費のののののののののの各各各各各各各各各各派派派派派派派派派派収収収収収収収収収収支支支支支支支支支支報報報報報報報報報報平成29年度政務活動費の各派収支報告告告告告告告告告告告

　政務活動費は、各会派及び議員が町政の課題及び町民の意見を把握し、町政に反映させるための調査研究等の活動

に要する経費に対して交付されます。議員1人あたり年額12万円を限度に交付しています。

　平成29年度の活動と収支を報告します。

芳賀政友会
所属議員　小林信二、大島浩、杉田貞一郎、小林俊夫、小林一男、大根田周平、岡田年弘

交 付 額　840,000円

支 出 額　692,830円

支出内容　〔視察研修〕

　富山県富山市

　　・LRTトランジットセンターについて

　　・トランジットセンター周辺の住宅整備について

　徳島県上勝町

　　・ゼロウェイストについて（ごみの減量化、分別等）

　　・彩事業について（葉っぱビジネス）

　　　

志友会
所属議員　小林隆志、岩村治雄、増渕さつき、北條勲、大根田弘

交 付 額　480,000円

支 出 額　151,290円

支出内容　〔視察研修〕

　山梨県北杜市農業公社

　　・農業振興公社の概要について

　　・遊休農地の活用について

芳志会
所属議員　石川保、水沼孝夫

交 付 額　240,000円

支 出 額　 61,720円

支出内容　〔視察研修〕

　山梨県北杜市農業公社

　　・農業振興公社の概要について

　　・遊休農地の活用について

▲富山での視察の様子（政友会）

▲上勝町での視察の様子（政友会）

▲北杜市での視察の様子（志友会）

▲公社開発の造成地に誘地した企業のトマトハウス▲北杜市での視察の様子（芳志会）
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聲聲
〈こえ〉〈こえ〉

私のいいたいこと私のいいたいこと

岡田　吉一さん

（稲毛田）

を続継の全保境環然自の域地

　町の道路や地域の農道を車で走っていると、近隣の市町と比べてきれいでよく整備さ

れていると感じます。これには、町のクリーン作戦や地域の資源保全会の活動による効

果が一定程度表れているものと思われます。

　さて、地域の資源保全会活動の一つとして、共同作業によって道路の縁石周りの除草

や河川の土手の草刈り等が行われています。

　これらの作業は農家・非農家にかかわらず、地域全員（全戸）の参加が求められてい

ますが、実態をみると必ずしもそうはなっていないようです。不参加の理由は種々ある

と理解できますが、一方で、地域の自然環境や景観はきれいな方がよい、またきれいに

しようとの思いは誰にでもある自然な気持ちではないでしょうか。

　自分たちが生活している周辺の自然環境や景観を一時的なものではなく、継続してき

れいに保っていくことは大切なことと思っています。子どもや孫の世代までも継いでい

きたいものです。それには、今の活動がさらに継続できるような一人ひとりの想いと、

行政の支援が欠かせないと思います。

岡田　泰行さん

（芳志戸）

所場るめ求に町

　一つ目は、子供が遊べる魅力的な公園を造っていただきたいです。

　現代の子は、友達と一緒に遊ぶ時も家の中でゲームをやって過ごしています。ゲームが悪い訳ではありま

せんが、外にいても子供の元気な声が聞こえない時代です。子供は外で走り、活発に友達と遊ぶことで心と

体が育まれていくものだと思います。正直、芳賀町にある公園は、魅力的なものが少ないように感じます。居

心地が良く、集える公園があると、子供たちの笑い声が溢れる活力ある町になるのではないでしょうか。そう

いう場所が身近にできたらいいなと思います。

　二つ目は、農業が盛んな芳賀町の特産である梨、苺、お米、野菜を一番おいしい時季に味わえるカフェ

（レストラン）が欲しいです。

　農家の方しか知らない甘い完熟した苺が食べられる。特別栽培米のおいしいコシヒカリの定食や旬の野菜

を使ったメニューを味わうことができる。そして、そこで使われた農産物を直接購入できる。生産者と消費者

をつなげるお店があると、町外の方への農産物のアピールやブランド化が推進され、農業がさらに盛んにな

ると思います。また、就農者の増加にもつながっていくでしょう。私も野菜の栽培だけではなく、次につながる

活動ができるよう、またより良い町になるように自分にもできることを考え努めていきたいと思います。

飯塚　敏夫さん

（西高橋）

りくづ所場居

　少子高齢が社会問題化してからしばらく経ちます。周りには高齢単身の世帯や、核家

族が増加しました。近隣との人間関係も希薄化し、高齢者の孤独死というような悲しい

ニュースを耳にすることもあります。

　新たな人間関係を築きたくてもどこへ行けばいいのか、気軽に集えるようなお洒落な

カフェやお店がありません。

　そこで、町では自治会主体での「居場所づくり」に取り組むそうです。私の地元では、

有志を募ってそばを振る舞い、地域の方々相互の繋がりをつくるきっかけにしたいとの

準備を進めています。定年後、地元の同級生とともに生きがいサロンでそば打ちをして

いるので、私もお手伝いする予定です。

　何でもかんでも行政まかせでは地域の発展は望めません。一人でも多くの人がこの活

動に賛同し、地域活性化に一役かってくれることに期待します。
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議 会 日 誌
２月

　１日・定例監査

　６日・水道運営協議会

　７日・議会運営委員会、議会広報常任委員会

行政視察（～８日）

　１３日・町農業再生協議会

　１４日・芳賀地区広域行政事務組合出納検査

　１５日・議員全員協議会

　１６日・県議長会研修会議

　１７日・かがやく町民のつどい

　１８日・舞踊まつり

　２０日・例月現金出納検査

　　　・芳賀中部上水道企業団例月出納検査

　２２日・議会運営委員会

　２６日・芳賀郡中部環境衛生事務組合議会定例会

　　　・芳賀中部上水道企業団定例会

　２７日・町国民健康保険運営協議会

３月

　１日・平成３０年第１回芳賀町議会定例会

（～１５日）

　　　・議会広報常任委員会

　２日・芳賀地区広域行政事務組合定例会

　９日・中学校卒業式

　１０日・公民館大会、生涯学習まつり

　１９日・小学校卒業式

　２０日・例月現金出納検査

　　　・芳賀中部上水道企業団例月出納検査

　２３日・町農業公社理事会

　　　・町政功労者表彰式

４月

　１日・町消防団歓送迎会

　２日・辞令交付式

　９日・中学校入学式

　　　・町体育協会監査

　１０日・小学校入学式

　１４日・町体育協会定期総会

　１７日・議会広報常任委員会

　１８日・町奨学生選考委員会

　　　・町教育会定期総会

　１９日・町農業再生協議会総会

　　　・芳賀中部上水道企業団例月出納検査

　２０日・例月現金出納検査

　２３日・議会広報常任委員会

検 索芳賀町議会

議会だよりは
ホームページでも
公開しています

　本会議の会議録をはじ

め、議会情報も随時お知

らせしています。

　掲載しきれなかった一

般質問は、会議録で見ら

れます。アクセスしてみ

てください。

スマホや
タブレット
でも！

編

集

室

　

野
元
川
の
桜
も
満
開
と
な
り
、
菜
の

花
畑
の
黄
色
い
じ
ゅ
う
た
ん
と
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
が
目
を
癒
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

L
R
T
は
、
3
月　

日
に
国
の
工
事

20

施
行
の
認
可
が
お
り
、
4
年
後
の
2
0

2
2
年
3
月
の
開
業
に
向
け
、
測
量
・

土
地
取
得
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

芳
賀
町
は
、
芳
賀
台
か
ら
本
田
技
術
研

究
所
北
門
ま
で
の
約
3
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
区
間
を
通
り
ま
す
。
利
便
性
が
高

ま
り
、
人
の
動
き
が
活
発
に
な
る
こ
と

で
、
町
が
活
性
化
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

議
会
広
報
常
任
委
員
会
で
は
「
読
み

や
す
く
、
親
し
み
や
す
い
議
会
だ
よ

り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
議
会
傍
聴
に
も
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

（
副
委
員
長　

大
根
田　

弘
）

■
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

委 

員 

長　

小
林　

俊
夫

　

副
委
員
長　

大
根
田　

弘

　

委　
　

員　

岡
田　

年
弘

　

委　
　

員　

石
川　
　

保

　

委　
　

員　

北
條　
　

勲

▲野元川のさくらと菜の花


